
現
代
日
本
語
動
詞
『
反
対
す
る
』
の
ヲ
格
表
示
要
因
に
関
す
る
考
察

松
野
　
美
海

１
　
は
じ
め
に

　
現
代
日
本
語
の
「
反
対
す
る
」
は
、
内
省
に
よ
る
と
、
例
①
の
よ
う
に
、
対
象
が
ニ
格
で
表
さ
れ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

反
対
し
た
。

一
方
、
例
②
の
よ
う
に
ヲ
格
を
用
い
た
例
も
少
数
な
が
ら
見
ら
れ
る
。
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②
俺
は
、
何
も
君
に
、
ご
両
親
の
結
ぬ
を
反
対
す
る
べ
き
だ
っ
た
な
ん
て
言
っ
て
い
な
い
よ
。
（
片
山
奈
保

子
『
シ
ャ
ド
ー
・
イ
ー
グ
ル
』
‐
）

あ
る
動
詞
に
許
容
さ
れ
る
格
体
制
は
Ｉ
パ
タ
ー
ン
の
動
詞
が
多
い
（
例
③
）
。

③
ａ
。
太
郎
は
花
子
｛
を
／
’
に
｝
見
た
。

　
ｂ
。
太
郎
は
花
子
｛
に
／
’
を
｝
か
み
っ
い
た
。
。

　
そ
の
一
方
、
「
土
産
｛
を
／
に
｝
喜
石
」
の
よ
う
に
対
象
格
表
示
と
し
て
、
ヲ
格
と
ニ
格
の
両
者
を
許
容

す
る
動
詞
（
以
下
、
ヲ
／
ニ
格
動
詞
）
が
、
多
く
は
な
い
も
の
の
存
在
す
る
。
し
か
し
そ
れ
ぞ
れ
の
格
表
示

で
の
用
法
の
差
異
は
、
十
全
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
、
現
代
日
本
語
に
お
い

て
、
複
数
の
格
体
制
を
許
容
す
る
動
詞
と
し
て
、
「
反
対
す
る
」
を
取
り
上
げ
、
ニ
格
を
と
る
例
（
以
下
、
ニ

格
例
）
と
、
ヲ
格
を
と
る
例
（
以
下
、
ヲ
格
例
）
の
差
異
を
考
察
し
、
格
選
択
要
囚
の
一
端
を
明
ら
か
に
す

る
。
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２
　
問
題
の
所
在

　
現
代
語
に
は
、
「
（
宿
に
／
を
）
当
た
る
」
「
触
る
」
な
ど
、
ヲ
／
ニ
格
動
詞
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
が
、
感

情
動
詞
に
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
見
ら
れ
る
。
感
情
動
詞
に
は
、
ヲ
格
の
み
を
と
る
動
詞
、
ニ
格
の
み
を
と
る

動
詞
、
ヲ
／
ニ
格
動
詞
が
見
ら
れ
、
格
形
式
の
差
異
に
主
眼
を
置
く
先
行
論
と
し
て
、
コ
ｙ
Ｚ
り
〇
（
罵
凛
）
、
山

川
（
二
〇
〇
四
）
な
ど
か
お
る
。
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
〇
（
芯
§
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
先
行
論
の
多
く
は
、
ヲ
／
ニ

格
動
詞
の
（
主
に
「
喜
ぶ
」
を
例
と
し
て
挙
げ
）
格
選
択
要
因
と
し
て
、
ヲ
格
は
対
象
、
ニ
格
は
原
因
、
ま

た
は
原
因
と
対
象
の
両
方
と
い
う
意
味
役
割
の
違
い
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
松
野
（
二
〇
一
七
）
に
指
摘
が

あ
っ
た
よ
う
に
、
「
喜
石
」
で
も
「
あ
こ
が
れ
る
」
な
ど
他
の
感
情
動
詞
で
も
、
こ
の
説
明
が
必
ず
し
も
有

効
だ
と
は
言
え
な
い
。
感
情
動
詞
で
は
な
い
が
「
反
対
す
る
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
例
①
②
に
お
い

て
、
ニ
格
名
詞
の
ほ
う
が
原
因
の
意
味
役
割
を
、
ヲ
格
名
詞
は
対
象
の
意
味
役
割
を
果
た
す
と
い
う
差
異
は

見
い
だ
せ
な
い
。
ま
た
山
川
（
二
〇
〇
四
）
は
、
ニ
格
名
詞
は
基
本
的
に
対
象
で
あ
り
、
原
因
の
解
釈
の
み

を
も
つ
場
合
は
付
加
詞
だ
と
し
た
が
、
各
例
の
意
味
的
差
異
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
近
年
ヲ
格
が
許
容
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
動
詞
と
し
て
「
反

対
す
る
」
を
取
り
あ
げ
、
ヲ
格
選
択
要
因
を
探
る
。
島
田
（
二
〇
一
四
）
に
よ
る
と
、
近
年
、
若
年
層
で
ニ
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格
か
ら
他
の
格
形
式
へ
の
移
行
が
目
立
ち
、
こ
れ
は
、
歴
史
的
に
長
期
に
亘
っ
て
見
ら
れ
る
ニ
格
衰
微
の
一

現
象
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
「
反
対
す
る
」
も
こ
の
一
例
だ
と
す
る
と
、
ニ
格
衰
微
、
ま
た
は
ヲ
格
台
頭

が
ど
の
よ
う
な
動
詞
か
ら
起
こ
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
ヲ
／
ニ
格

動
詞
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
ヲ
格
、
ニ
格
の
本
質
的
な
機
能
の
記
述
の
充
実
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
る
。

　
「
反
対
す
る
」
は
サ
変
動
詞
で
あ
り
、
サ
変
動
詞
の
中
に
は
、
自
他
両
用
の
動
詞
か
お
る
（
例
「
被
害
が

拡
大
す
る
」
「
文
字
を
拡
大
す
る
」
）
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
日
本
語
教
育
の
観
点
に
立
つ
と
、
学
習
者
に

と
っ
て
、
動
詞
の
自
他
、
特
に
サ
変
動
詞
の
自
他
学
習
は
容
易
で
は
な
い
。
サ
変
動
詞
の
格
交
替
を
考
察
す

る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
関
連
す
る
領
域
に
お
け
る
課
題
の
解
決
に
示
唆
が
与
え
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

３
　
『
現
代
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
』
に
お
け
る
調
査

　
本
稿
で
は
『
現
代
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
』
（
以
下
、
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｗ
Ｊ
）
の
用
例
を
分
析
す
る
。
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｗ

Ｊ
は
、
新
聞
、
書
籍
、
雑
誌
、
国
会
会
議
録
な
ど
、
複
数
の
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
用
例
が
得
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
刊

行
（
発
表
）
牛
が
一
九
七
｝
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
ま
で
の
資
料
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
比
較
的
、
近
年
の
様
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相
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
調
査
対
象
と
し
た
。
特
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
掲

示
板
、
ブ
ロ
グ
の
文
章
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
校
正
を
経
な
い
た
め
、
一
般
的
に
、
比
較

的
新
し
い
変
化
が
表
れ
や
す
い
と
さ
れ
る
。
検
索
の
便
か
ら
、
「
反
対
す
る
」
か
ら
前
方
一
〇
語
以
内
に
ヲ

ま
た
は
ニ
が
出
現
す
る
例
を
対
象
と
し
た
。
ま
た
、
本
稿
で
は
サ
変
動
詞
「
反
対
す
る
」
を
扱
う
た
め
、
「
反

対
だ
」
「
反
対
。
」
は
除
外
し
た
。

　
（
１
）
資
料
ジ
ャ
ン
ル
の
偏
り

　
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｗ
Ｊ
か
ら
得
ら
れ
た
ヲ
格
例
は
、
コ
ア
資
料
で
は
○
例
、
非
コ
ア
資
料
を
対
象
と
す
る
と
、
四
〇

例
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
「
Ｎ
を
～
と
し
て
」
と
い
う
文
型
を
用
い
る
こ
と
で
ヲ
格
表
示
が
な
さ
れ
て
い
る

例
④
と
、
意
味
が
通
ら
な
い
用
例
（
入
力
ミ
ス
に
よ
る
も
の
か
）
各
一
例
は
含
ま
な
い
。

①
グ
リ
ー
ン
は
（
略
）
、
例
え
ば
十
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
「
貧
民
救
助

発
揮
し
よ
う
と
い
う

代
目
本
の
父
性
論
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
』
）

孝
行
や
隣
人
愛
を

し
た
。
（
海
妻
径
子
二
〇
〇
四
『
近
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一
方
二
格
例
は
、
コ
ア
資
料
か
ら
一
九
例
が
得
ら
れ
た
。
非
コ
ア
資
料
に
お
け
る
ニ
格
例
は
、
ヲ
格
例
が

よ
く
見
ら
れ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
掲
示
板
（
が
ｈ
ｏ
ｏ
!
知
恵
袋
）
、
ブ
ロ
グ
（
後
述
）
の
み
を
対
象
と
し
、

七
二
例
が
得
ら
れ
た
。
以
後
、
ニ
格
例
に
つ
い
て
は
、
こ
の
七
二
例
を
対
象
と
し
て
記
述
す
る
。
な
お
、
こ

の
資
料
の
み
か
ら
得
ら
れ
た
ヲ
格
例
は
｝
一
例
で
あ
っ
た
。
例
⑤
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
質
間
掲
示
板
の

ヲ
格
例
、
例
⑥
は
、
同
ジ
ャ
ン
ル
の
ニ
格
例
で
あ
る
。対

し
て
い
る
人
は
、
何
を
根
拠
に
反
対
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？
（
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
!
知
恵
袋
　
ニ
ュ
ー
ス
、
政
治
、
国
際
情
勢
二
〇
〇
五
）

⑥
民
主
党
は
郵
政
民
営
化
に
反
対
し
ま
し
た
！
と
い
う
事
は
政
権
と
っ
て
も
郵
政
民
営
化
け
し
な
い
っ
て

事
で
す
ね
’
・
（
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
!
知
恵
袋
　
ニ
ュ
ー
ス
、
政
治
、
国
際
情
勢
二
〇
〇
五
）

　
ヲ
格
の
用
例
は
、
発
言
の
記
録
で
あ
る
国
会
会
議
議
事
録
、
小
説
等
の
会
話
文
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

質
問
掲
示
板
の
文
章
（
が
回
Ｏ
一
知
恵
袋
）
な
ど
に
傾
く
。
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
得
ら
れ
た
用
例
は
、
ヲ
格
例

全
体
の
六
〇
・
〇
％
を
占
め
る
（
四
〇
例
中
二
四
例
）
。
ヲ
格
例
は
、
話
し
言
葉
に
近
い
文
体
、
あ
る
い
は
規

範
が
求
め
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
校
正
や
内
省
を
（
あ
ま
り
）
経
ず
、
修
正
が
な
さ
れ
に
く
か
っ
た
り
す
る
資
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料
に
お
い
て
、
表
れ
や
す
い
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。
ま
た
、
例
②
今
次
の
例
⑦
の
よ
う
に
、
校
正
を
経
て

い
る
は
ず
の
書
籍
に
も
ヲ
格
例
が
表
れ
て
い
る
こ
と
、
非
コ
ア
資
料
で
あ
れ
ば
ヲ
格
例
が
一
定
数
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
単
な
る
誤
用
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
現
代
で
は
、
ヲ
格
表
示
が
許
容
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

⑦
さ
ら
に
淀
川
治
水
に
「
強
い
て
関
係
の
な
き
も
の
」
を
加
え
る
必
要
は
な
い
と
、
洗
堰
等
の
滋
賀
県
の

　
　
　
　
　
１

工
事
を
加
え
る
こ
と
を
工
事
費
の
観
点
か
ら
反
対
し
た
の
で
あ
る
。
（
松
浦
茂
樹
一
九
九
二
『
明
治
の

国
土
開
発
史
』
）

（
２
）
ヲ
／
二
格
名
詞
の
傾
向

　
松
野
（
二
〇
一
七
）
に
お
い
て
、
対
象
格
名
詞
の
性
質
が
格
選
択
要
因
の
一
つ
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
本
節
で
は
ヲ
格
・
ニ
格
１
　
詞
に
着
目
す
る
。
ヲ
格
例
、
ニ
格
例
の
１
　
詞
（
句
）
を
表
１
に
示

す
よ
う
に
分
類
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
動
名
詞
に
分
類
し
た
名
詞
の
割
合
が
最
も
高
い
こ
と

が
わ
か
る
。
ヲ
格
に
一
五
例
（
三
七
・
五
％
）
、
ニ
格
例
に
四
六
例
（
六
三
・
九
％
）
見
ら
れ
る
。
動
名
詞
に

は
事
態
を
指
す
名
詞
に
ス
ル
を
直
接
付
加
で
き
る
も
の
。
（
い
わ
ゆ
る
サ
変
動
詞
・
動
詞
連
用
形
名
詞
）
を

分
類
し
た
。
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さ
ら
に
直
接
ス
ル
は
付
加
で
き
な
い
が
、
出
来
事
を
表
す
名
詞
を
出
来
事
名
詞
（
Ｎ
）
と
し
て
分
類
し
た

表１　ヲ／二格名詞（句）の分類

卜 ヲ格例 二格例

名詞分類 用例数 ％ 用例数 ％

動名詞 ｜i5 37.5 46 63.9

出来事N ４ 10.0 ３ 4.2

こと ９ 22.5　・ ３ 4.2

の ３ 了.5 ０ ０

その他 ９ 22.5 18 25.0

総数 40 / 72 卜

Å
動
名
詞
と
出
来
事
名
詞
は
、
事
態
を
積
極
的
に
表
す
名
詞
で
あ

る
、
。
例
⑧
⑨
に
そ
れ
ぞ
れ
動
１
　
詞
を
と
る
ヲ
格
例
、
ニ
格
例
を
示

す
。
前
掲
の
ヲ
格
例
②
⑤
、
ニ
格
例
⑥
も
動
名
詞
を
と
る
例
で
あ

り
、
こ
れ
ら
は
「
（
対
独
）
援
助
」
「
結
婚
」
「
国
連
常
任
理
事
国
入

り
」
「
移
転
」
「
民
営
化
」
と
い
う
事
態
が
生
起
す
る
こ
と
に
対
し
て
、

「
反
対
す
る
」
こ
と
を
表
す
。

⑧
こ
の
時
、
対
米
戦
準
備
の
遅
幽
理
由
に
刈
聊
捌
㈹
を
強
硬
に

反
対
し
た
の
が
、
連
合
艦
隊
司
令
長
官
高
野
五
十
六
を
中
心
と

し
た
艦
隊
の
将
官
た
ち
で
あ
っ
た
。
「
た
い
ら
ひ
ろ
し
」
九
九

四
『
旭
日
の
艦
隊
』
）

⑨
関
係
者
か
ら
は
改
め
て
痢
斐
川
奥
川
引
付
強
い
意
見
が
寄
せ
ら

れ
た
。
（
ブ
ロ
グ
　
生
活
と
文
化
／
環
境
問
題
／
そ
の
他
環
境

問
題
二
〇
〇
八
）
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こ
れ
ら
動
名
詞
、
出
来
事
名
詞
を
合
わ
せ
る
と
、
ニ
格
例
で
は
五
一
例
で
あ
り
、
全
体
の
約
七
〇
％
を
占

め
る
（
七
〇
・
八
％
）
。
ヲ
格
例
で
も
五
二
・
五
％
二
九
例
）
で
、
約
半
数
を
占
め
る
。
し
か
し
ニ
格
例
に

お
け
る
割
合
の
高
さ
に
は
及
ば
な
い
。
一
方
、
ヲ
格
例
で
次
に
優
勢
な
の
は
コ
ト
節
を
と
る
例
で
あ
り
、
二

二
・
五
％
兄
例
）
を
占
め
る
。
例
⑩
お
よ
び
前
掲
の
⑦
は
コ
ト
節
「
子
供
を
産
む
こ
と
」
「
工
事
を
加
え
る

こ
と
」
を
と
る
ヲ
格
例
で
あ
る
。

⑩
知
ら
せ
を
受
け
九
千
夏
は
、
子
供
を
産
む
こ
と
を
反
対
す
る
が
（
略
）
（
ブ
ロ
グ
　
ェ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
／
テ
レ
ビ
／
ド
ラ
マ
番
組
二
〇
〇
八
）

　
ニ
格
例
で
は
コ
ト
節
は
三
例
（
四
・
二
％
）
に
留
ま
る
。
対
象
格
名
詞
が
事
態
を
積
極
的
に
表
す
１
　
詞
で

あ
る
傾
向
が
強
い
こ
と
は
両
格
形
式
に
共
通
す
る
が
、
ニ
格
は
節
を
ほ
ぼ
と
ら
な
い
の
に
対
し
、
ヲ
格
は
節

も
一
定
程
度
の
割
合
で
見
ら
れ
、
異
な
る
傾
向
を
見
せ
る
。
前
述
の
よ
う
に
城
田
（
一
九
九
三
）
で
は
、
「
反

対
す
る
」
の
ニ
格
は
文
法
機
能
を
担
う
と
さ
れ
る
が
、
単
純
な
名
詞
の
形
で
は
な
く
、
節
で
示
さ
れ
る
名
詞

を
文
内
で
対
象
格
と
し
て
位
置
付
け
る
に
は
、
文
法
機
能
を
二
次
機
能
と
し
て
も
つ
ニ
格
よ
り
も
典
型
的
な
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対
象
を
示
す
マ
ー
カ
ー
で
あ
る
ヲ
格
の
ほ
う
が
選
択
さ
れ
や
す
い
の
で
な
い
か
。
松
野
（
二
〇
一
七
）
に
お

い
て
も
、
ヲ
／
ニ
格
動
詞
で
あ
る
「
喜
石
」
の
ヲ
格
例
は
、
ニ
格
例
と
比
較
し
て
節
を
と
り
や
す
い
と
指
摘

さ
れ
る
。
「
反
対
す
る
」
で
は
、
調
査
範
囲
内
で
は
ニ
格
例
に
見
ら
れ
な
い
ノ
節
が
、
ヲ
格
例
で
は
得
ら
れ
る

こ
と
も
同
様
の
事
象
だ
と
言
え
る
。

　
こ
こ
で
、
受
身
文
に
つ
い
て
廿
言
す
る
。
例
⑨
の
よ
う
に
ヲ
格
例
に
受
身
文
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
も
注
目

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
れ
る
う
ち
に
、
パ
リ
で
興
行
し
て
い
た
英
国
劇
団
が
閉
鎖
の
憂
き
目
に
遭
い
、
莫
大
な
負
債
が
彼
女

の
肩
に
の
し
か
か
っ
て
い
た
。
（
桐
山
秀
樹
二
〇
〇
三
『
ク
ラ
シ
ッ
ク
名
曲
と
恋
』
）

非
コ
ア
資
料
中
、

式
は
維
持
さ
れ
、

ヲ
格
を
と
る
受
身
文
は
一
一
例
得
ら
れ
る
。
間
接
受
身
文
は
、
通
常
、
対
象
格
の
表
示
形

ヲ
格
が
許
容
さ
れ
な
い
動
詞
で
は
、
受
身
文
に
な
っ
て
も
ヲ
格
を
と
ら
な
い
（
例
⑩
）
。

⑩
ａ
。
花
子
に
、
太
皿
匹
刳
列
川
て
は
困
る
。
【
回
彗
受
身
文
】
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ｂ
。
花
子
が
太
郎
に
会
う
。
【
能
動
文
】

ｃ
ｆ
Ｊ
　
ａ
．
花
子
が
太
郎
を
殴
っ
た
。

　
　
　
ｂ
。
太
郎
が
花
子
に
殴
ら
れ
た
。

【
能
動
文
】

　
　
『
直
接
受
身
文
』

Ｃ

（
私
は
）
花
子
に
太
郎
を
殴
ら
れ
た
。
『
間
接
受
身
文
』

本
稿
の
ヲ
格
例
数
に
は
、
受
身
文
を
含
め
て
い
な
い
が
、
前
述
の
資
料
の
偏
り
は
、
受
身
文
に
も
当
て
は
ま

る
。
ま
た
、
受
身
文
の
う
ち
七
例
で
動
作
主
が
ニ
格
で
明
示
さ
れ
て
お
り
、
ニ
格
の
重
複
を
避
け
る
こ
と
も
、

ヲ
格
を
選
択
す
る
動
機
の
一
つ
に
な
る
と
考
え
る
。

４
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　
稿
者
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
調
査
と
し
て
、
二
〇
一
九
年
に
日
本
語
母
語
話
者
の
大
学
一
年
生
を
対
象
に
作
文

調
査
を
行
っ
た
。
「
反
対
す
る
」
ま
た
は
「
賛
成
す
る
」
の
ど
ち
ら
か
を
含
む
四
語
の
サ
変
動
詞
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
動
詞
を
用
い
て
自
由
に
各
一
文
を
作
る
よ
う
依
頼
し
た
。
「
反
対
す
る
」
に
関
し
て
は
三
七
名
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か
ら
回
答
が
得
ら
れ
た
が
、
ヲ
格
例
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
簡
単
な
作
文
で
は
、
節
名
詞
が
表
れ
に
く
い
こ

と
が
一
因
で
あ
る
可
能
性
か
お
る
。
た
だ
、
次
の
例
は
示
唆
的
で
あ
る
。

⑩
友
達
が
イ
ケ
メ
ン
だ
と
思
う
側
且
圓
凪
矩
割
引
。
（
二
〇
一
九
・
六
）

　
こ
の
例
は
、
「
友
達
が
イ
ケ
メ
ン
だ
と
思
う
俳
優
は
自
分
に
と
っ
て
は
イ
ケ
メ
ン
で
は
な
い
」
と
、
友
人

の
意
見
を
否
定
す
る
意
味
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
「
反
対
す
る
」
に
は
「
～
を
否
定
す
る
」
と
の
意
味
的
近
接

性
か
お
り
、
［
否
定
す
る
］
の
格
体
制
が
、
意
味
的
に
近
接
し
て
い
る
「
反
対
す
る
」
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
可
能
性
も
、
ヲ
格
選
択
の
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

５
　
ま
と
め

　
本
稿
で
は
、
「
反
対
す
る
」
の
対
象
格
表
示
と
し
て
、
ヲ
格
が
許
容
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

実
例
の
調
査
か
ら
明
ら
か
に
し
、
ヲ
格
例
、
ニ
格
例
の
差
異
に
関
し
て
、
使
用
さ
れ
や
す
い
資
料
と
、
名
詞

の
種
別
と
い
う
点
か
ら
示
し
か
。
「
反
対
す
る
」
も
、
島
田
（
二
〇
一
四
）
の
述
べ
る
、
長
期
的
な
ニ
格
衰
微
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の
傾
向
に
反
し
な
い
。
ヲ
格
が
台
頭
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
用
例
が
許
容
さ
れ
や
す
い
の
か
、
と

い
う
点
に
関
し
て
、
本
稿
は
一
つ
の
例
を
示
せ
た
も
の
と
考
え
る
。

　
城
田
（
一
九
九
三
）
は
、
「
反
対
す
る
」
が
と
る
ニ
格
は
「
ヲ
格
と
同
じ
く
直
接
目
的
補
語
を
示
」
（
ｐ
。

七
七
）
し
、
ニ
格
が
そ
の
二
次
機
能
で
あ
る
文
法
機
能
を
担
う
語
の
一
つ
で
あ
る
と
す
る
。
ヲ
格
と
同
じ
働

き
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ヲ
格
に
交
替
し
や
す
い
要
因
は
備
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
一
方
で
、

「
か
み
つ
く
」
「
し
が
み
っ
く
」
「
と
び
か
か
る
」
は
ヲ
格
を
取
ら
な
い
。
城
田
（
一
九
九
三
）
で
「
反
対
す

る
」
と
と
も
に
挙
げ
ら
れ
た
語
は
、
こ
れ
ら
の
語
と
、
「
賛
成
す
る
」
で
あ
る
。
「
反
対
す
る
」
「
賛
成
す
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

は
ニ
格
名
詞
へ
の
物
理
的
影
響
が
想
定
さ
れ
な
い
。
物
理
的
な
着
点
（
「
家
に
荷
物
を
届
け
る
」
）
は
ニ
格
が

担
う
典
型
的
な
意
味
役
割
の
一
つ
と
さ
れ
て
き
た
が
、
「
反
対
す
る
」
の
ニ
格
は
物
理
的
な
着
点
で
は
な
く
、

ヲ
格
は
基
本
的
に
は
着
点
を
表
示
し
な
い
ゆ
え
に
、
広
く
対
象
格
と
し
て
用
い
ら
れ
る
ヲ
格
を
許
容
し
や
す

い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
点
も
含
め
、
「
反
対
す
る
」
や
感
情
動
詞
な
ど
、
両
格
を
許
容
す
る
動
詞
と

は
ど
の
よ
う
な
動
詞
な
の
か
、
共
通
す
る
要
素
に
関
し
て
は
今
後
、
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
ヲ
格
例
が
用
い
ら
れ
始
め
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
調
査
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
も
含
め
、
近

年
、
ヲ
ノ
ユ
格
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
つ
つ
あ
る
他
の
動
詞
に
つ
い
て
も
調
査
し
、
現
代
語
の
ヲ
ノ
ユ
格
動

詞
の
様
相
、
お
よ
び
ヲ
／
ニ
格
の
機
能
を
詳
ら
か
に
し
た
い
。

264



　
　
　
注

１
　
出
典
表
記
が
あ
る
場
合
、
コ
ー
パ
ス
検
索
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
「
中
納
言
」
（
国
立
国
語
研
究
所
、
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｓ
:
／
／
ｃ
ｈ
ｕ
ｎ
ａ
ｇ
ｏ
ｎ
.

　
　
ｎ
ｉ
ｎ
首
一
‘
呂
右
）
を
利
用
し
、
『
現
代
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
』
か
ら
得
ら
れ
た
用
例
で
あ
る
。
表
記
の
な
い
用
例
は

　
　
作
例
で
あ
る
。

２
　
用
例
に
付
す
’
は
文
法
的
に
許
容
さ
れ
な
い
こ
と
を
示
す
。

３
　
当
該
文
脈
に
お
い
て
名
詞
が
、
事
態
で
は
な
く
、
モ
ノ
を
指
す
場
合
は
、
動
名
詞
に
含
ま
な
い
。
（
例
：
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
　
を
選
ぶ
。
）
複
合
名
詞
の
場
合
、
後
項
名
詞
の
み
で
ス
ル
が
付
加
で
き
れ
ば
、
動
名
詞
に
分
類
し
た
（
例
：
対
独
援
助

　
　
↓
援
助
す
る
）
。

４
　
こ
れ
ら
は
、
影
山
「
二
〇
一
こ
の
コ
ア
キ
ゴ
ト
名
詞
」
に
相
当
す
る
。

５
　
「
事
態
を
積
極
的
に
表
す
」
と
は
、
例
え
ば
「
日
記
」
で
あ
っ
て
も
「
日
記
を
書
く
こ
と
」
を
含
意
し
得
る
が
、
‘
」
れ

　
　
ら
の
動
名
詞
や
出
来
事
名
詞
は
、
名
詞
が
事
態
を
直
接
指
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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Ｎ
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Ｏ
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ｉ
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１
９
９
６
）
　
Ｓ
ｅ
ヨ
ａ
ｎ
ｔ
i
c
　
Ｐ
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ｐ
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i
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Ｎ
Ｐ
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ｐ
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Ｐ
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ｂ
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The Factors that Case ”o"is used for Hantaismu

　　　　　　　in Modem Japanese

　This paper discusses which factors select the case “o" for

Hantaisuru（to oppose）.Hantaisuru are sometimes used with ”o"

insead of case“ni" in modem Japanese. For example, "Ryoshinwa

kekkon {ni /0} hantaishita（My parents opposed to my marriage）."

In this paper, I show that“o" is often used in the sources which

have elements of the spoken language. And ｌ claim that“o" has

ａ tendency to being used with the the“koto /no"- clause, and this

means “o" has a grammatical function that can make an atypical

objectinto an objectin the sentence.
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